




















 要約  :母親 155 名を対象として、子どもの心身問題に関する「悩み事」と専門家の助力

について検討した。母親は子どもの身体問題に責任を感じ、日常的で継続的な問題に悩ん

でいた。母親の相談相手は医師が特に多く、そのアドバイスに納得して期待しているが、

アドバイスの内容は漠然とした保証が多かった。「心身症マニュアル」に対しては、心身

症についての専門的解説と一般的育児に関する項目を望み、実例を示して個別性を明確に

した記載を望む意見がみられた。これらの結果より、専門家が難しい問題とすることと、

母親の日常的な悩みとにズレがあると推察された。


